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主
な
補
正
予
算

▼
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

  

町
長
部
局
の
職
員
定
数
の
上
限
を
、
１
３
９
人
か
ら
１
４
９
人

に
引
き
上
げ
ま
す
。

▼
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

給
食
関
係
の
基
準
の
見
直
し
な
ど
、
国
の
定
め
る
基
準
の
変
更

に
伴
い
、
改
正
し
ま
す
。

工
事
請
負
契
約

　

平
成
30
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
に
開
会
し
、
26
日

ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　
「
平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
」
な
ど
、
６
議
案
を
原
案

の
と
お
り
認
定
し
、「
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」

な
ど
、
９
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
の
任
命
と
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
公
立
小
中
学
校
に
お
け
る
空
調
設
備
の
設
置

に
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
、
４
意
見
書
を
採
択

し
ま
し
た
。

９月定例会

▼
公
共
下
水
道
工
事
（
北
間
島
地
区
）　　
　
　

 

８
３
１
６
万
円

　
　

契
約
先
…
株
式
会
社　

加
藤
建
設

　
　

工　

期
…
平
成
31
年
２
月
28
日
ま
で

主
な
条
例
改
正

　未
あ す

来に向かって  勇ましく　ー  大治中学校 体育祭  ー

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
で
設
計
委
託

平
成
29
年
度
全
て
の
決
算
を
認
定

▼
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
て
の
設
計
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
８
２
万
５
千
円

　

小
中
学
校
の
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
予
定
で
、
設
計

を
行
い
ま
す
。

▼
役
場
非
常
勤
職
員
の
制
度
変
更
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
制
事
務
支
援
事
業
の
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

26
万
円

　

地
方
公
務
員
法
が
改
正
さ
れ
、
非
常
勤
職
員
制
度
が
平
成
32
年

４
月
か
ら
変
わ
る
た
め
、
条
例
改
正
な
ど
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ

を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

▼
公
共
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
シ
ス
テ
ム
使
用
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

49
万
７
千
円

 　

平
成
32
年
４
月
か
ら
、
公
共
下
水
道
事
業
会
計
は
公
営
企
業

会
計
に
移
行
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
本
年
度
分
の
費
用
で
す
。
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本
会
議
質
疑  

＆  

委
員
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

　

平
成
29
年
度

　
　

一
般
会
計
決
算
の
認
定

◆
財
政
状
況
に
配
慮
を

　

職
員
定
数
を
10
人
増

や
す
提
案
と
な
っ
て
い
る
が
、

将
来
の
財
政
負
担
に
関
わ
る
問

題
で
あ
る
。

　

本
町
の
人
件
費
比
率
は
、

13
・
９
％
で
か
な
り
高
い
水
準

に
あ
り
、
経
常
収
支
比
率
も

86
・
４
％
と
硬
直
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
十
分
に

考
慮
し
て
の
提
案
か
。

　

今
回
の
10
人
増
の
提

案
は
、
職
員
数
の
限
度
と
し
て

考
え
て
い
る
。

　

経
常
収
支
比
率
な
ど
、
財
政

状
況
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

◆
改
正
の
要
点
は

　

今
回
の
条
例
改
正
で

連
携
施
設
を
、
小
規
模
保
育
事

業
者
な
ど
に
拡
大
し
、
給
食
に

質
問

質
問

答
弁

つ
い
て
も
委
託
が
認
め
ら
れ
て

い
る
が
、
説
明
を
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
っ

て
、
連
携
施
設
の
確
保
が
困
難

な
と
き
、
小
規
模
保
育
事
業
所

で
の
代
替
保
育
を
可
能
と
し
た

も
の
だ
。

　

ま
た
、
給
食
に
つ
い
て
も
、

外
部
か
ら
搬
入
で
き
る
施
設
の

拡
大
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

◆
高
す
ぎ
な
い
か

　

今
回
の
補
正
で
小
中

学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

た
め
に
、
設
計
委
託
料
が
出
て

い
る
。
近
隣
自
治
体
の
設
計
委

託
料
と
比
較
し
て
、
高
い
提
案

と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

　

本
町
の
小
中
学
校

は
、
児
童
・
生
徒
数
が
か
な
り

多
い
状
況
に
あ
る
。

　

設
計
金
額
の
差
は
、
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
教
室
数
に
も
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
発
注
に
あ
た
っ
て

は
、
近
隣
の
状
況
な
ど
を
調
査

し
て
、
精
査
に
努
め
る
。

答
弁

質
問

答
弁

　

町
史
の
改
訂
版
発
行
の
考
え
は

　

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に
補
助
金
を

（千円未満　４捨５入）

平
成
29
年
度
決
算
状
況

会　　　　計 　　       歳　　　入　　（対前年度比） 　　歳　　　出　　（対前年度比）
一　　般　　会　　計 92 億 6801 万 3404 円（111.4％）   87 億 3326 万 4840 円  （110.4％）

特　

別　

会　

計

国民健康保険 36 億 5706 万 8577 円　（96.3％） 33 億 3186 万 4785 円　（96.5％）
土地取得 44 万 5239 円（179.6％） 44 万 5239 円（179.6％）

介護保険
保険事業勘定 16 億 1290 万 7310 円（105.3％） 15 億 5863 万 6673 円（108.0％）
介護サービス事業勘定 1622 万 5044 円　（98.5％） 1547 万 9575 円     （99.6％）

公共下水道事業 5 億   235 万 7297 円（102.1％） 5 億　 10 万 3790 円（101.8％）
後期高齢者医療 5 億 3889 万 1854 円（106.5％） 5 億 3838 万 8954 円（106.5％）

合　　　　計 155 億 9590 万 8725 円（106.3％） 146 億 7818 万 3856 円  （106.2％）

町債（借入金）　6.9％
6 億 4110 万円

繰入金　4.1％
3 億 7643 万 3 千円

県支出金　7.8％
7 億 1881 万 7 千円

地方交付税　7.1％
6 億 5398 万 9 千円

繰越金　4.4％
4 億 735 万 6 千円

諸収入　1.6％
1 億 5098 万 9 千円

国庫支出金　15.5％
14 億 3505 万 1 千円

地方譲与税など　9.8％
9 億 1910 万円

92 億 6801 万 3 千円

町税　42.8％
39 億 6517 万 8 千円

歳入

衛生費　8.8％
7 億 6884 万 9 千円

消防費　4.9％
4 億 2951 万 8 千円

公債費（借入金の返済）5.3％
4 億 6088 万 8 千円

商工費　0.6％
4789 万 1 千円

農林水産業費　0.8％
6629 万 3 千円

議会費     1.1％         
9850 万 4 千円

土木費　7.6％
6 億 6763 万 9 千円

教育費　11.7％
10 億 2338 万 4 千円

87 億 3326 万 5 千円

   総務費　14.8％
12 億 9467 万 8 千円

民生費  44.4％
38 億 7562 万 1 千円

歳出

平
成

29
年
度
一
般
会
計

決
算 

の 

構
成
比

質
問

◆
少
な
す
ぎ
な
い
か

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
対
す
る
補
助
制
度
が
あ
る
。

　

実
績
は
１
件
し
か
な
か
っ
た

が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

補
助
要
件
が
少
し
厳

し
い
点
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

　

要
綱
を
精
査
し
、
よ
り
使
い

や
す
い
も
の
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

◆
総
括
を

　

昨
年
度
、
新
規
に
病

児
・
病
後
児
保
育
事
業
を
実
施

し
た
。

　

結
果
は
、
利
用
者
が
２
１
３

人
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
る
。

　

行
政
と
し
て
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

  

ま
た
、
問
題
点
は
な
か
っ
た

の
か
。　

病
児
・
病
後
児
保
育

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
病
院
併
設
の
希
望
が
非

常
に
多
か
っ
た
。

答
弁

質
問

反
対
討
論
＝
吉
原
経
夫
議
員

　

大
治
は
な
つ
ね
保
育
園
に
対

す
る
補
助
金
が
過
大
で
あ
る
。

　

保
育
園
の
建
設
に
あ
た
っ

て
、
自
己
資
金
の
う
ち
借
入

金
が
３
億
４
１
２
０
万
円

で
、
純
粋
な
自
己
資
金
は

74
万
７
６
６
０
円
で
あ
る
。

　

借
入
金
だ
と
、
利
子
も
含
め

て
、
毎
年
の
返
済
金
の
４
割
が

町
負
担
と
な
る
。

　

町
と
し
て
、
借
入
金
を
減
ら

し
て
純
粋
な
自
己
資
金
を
増
や

す
よ
う
指
導
し
な
か
っ
た
の

か
。
非
常
に
町
の
姿
勢
に
疑
問

を
感
じ
る
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
決
算
の

認
定
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
＝
折
橋
盛
男
議
員

　

町
税
の
収
納
率
が
上
が
り
、

そ
れ
に
伴
い
、
収
入
未
済
額
も

減
少
さ
せ
て
い
る
。

　

子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
事

業
や
、
大
治
小
の
大
規
模
改
修

工
事
を
行
う
な
ど
の
施
設
改
善

に
も
努
め
て
い
る
。

　

将
来
の
保
育
事
業
の
健
全
な

運
営
を
見
据
え
、
大
治
は
な
つ

ね
保
育
園
を
新
築
す
る
な
ど
、

適
正
に
予
算
が
執
行
さ
れ
て
い

る
の
で
、
決
算
の
認
定
に
賛
成

す
る
。

　

協
議
を
進
め
る
中
で
、
み
き

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
事
業
を
引
き
受

け
て
い
た
だ
い
た
。

　

２
１
３
人
も
の
利
用
者
が
あ

り
、
多
く
の
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
方
か
ら
は
、
大
変
喜
ば
れ

て
い
る
。

　

特
に
、
問
題
点
は
聞
い
て
い

な
い
。

◆
利
用
者
が
少
な
い

　

新
規
事
業
で
東
栄
町

な
ど
、
友
好
自
治
体
の
施
設
を

利
用
し
た
と
き
の
補
助
制
度
が

始
ま
っ
た
。

　

40
万
円
の
予
算
で
あ
っ
た

が
、
決
算
で
は
10
分
の
１
、
約

４
万
円
の
利
用
で
あ
っ
た
。

　

ど
の
よ
う
な
理
由
で
こ
う

な
っ
た
の
か
。

　

友
好
自
治
体
の
施
設

一
覧
な
ど
を
、
広
報
お
お
は
る

に
７
回
掲
載
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
な
ど
、
周
知
に

は
努
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、
利
用
者
が
少
な

か
っ
た
の
は
、
施
行
が
６
月
末

だ
っ
た
た
め
、
初
年
度
の
事
業

で
十
分
に
浸
透
せ
ず
、
利
用
は

４
件
に
と
ど
ま
っ
た
。

答
弁

質
問

答
弁

　

町
職
員
定
数
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
30
年
度

　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算
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９月議会の一般質問は、９月１０日に行い、５人の議員が町政をただしました。質問と答弁を要約してお知らせします。

ずばり直言！ 一 般 質 問

　

最
近
は
地
球
環
境
の

変
化
な
ど
で
、
全
国
各

地
で
豪
雨
が
発
生
し
、

被
害
も
大
き
い
。

　

そ
こ
で
、
本
町
に
お
け
る
豪
雨
時
な
ど
で

の
人
命
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
問
う
。

①
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
や
、
水
害

へ
の
危
機
感
を
醸
成
す
る
に
は
。

②
河
川
の
水
位
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
は
。

③
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
取
り
組
み
は
。

町
長　

①
平
成
26
年
度
に
、
防

災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
各
戸
に
配

布
し
て
い
る
。

②
気
象
庁
Ｈ
Ｐ
「
洪
水
予
報
の

危
険
度
分
布
」
で
分
か
る
。

③
排
水
機
を
早
目
に
稼
働
す
る

な
ど
、
水
位
を
下
げ
る
対
策
を

し
て
い
る
。

　

職
員
に
対
し
、
情
報
を
注
視

し
、
住
民
へ
の
早
め
の
注
意
喚

起
を
指
示
し
て
い
る
。

折橋盛男議員

　

大
丈
夫
か  

水
害
へ
の
危
機
感
は

    排水機を早めに稼働

　

Ｍ
８
～
９
の
東
南
海

地
震
が
、
30
年
以
内
に

26
％
の
確
率
で
発
生
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
町
の
液
状
化
危
険
度
マ
ッ
プ
に

よ
る
と
、
13
カ
所
の
避
難
所
の
ほ
と
ん
ど
が

液
状
化
の
影
響
が
大
き
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

避
難
所
の
う
ち
、
最
低
３
カ
所
で
も
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
を
し
、
震
度
が
ど
れ
く
ら
い
で

液
状
化
に
な
る
の
か
、
町
民
に
知
ら
せ
る
べ

き
で
あ
る
と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

     避難所は調査して土壌改良済み

町
長　

海
部
地
域
は
、
液
状
化

す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い

と
、
認
識
し
て
い
る
。

　

避
難
所
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
後
、
土
壌
改
良
が
し
て
あ

り
、
仮
に
液
状
化
を
し
て
も
建

物
の
骨
組
み
が
壊
れ
る
こ
と
は

な
い
。

　

な
お
、
液
状
化
危
険
度
マ
ッ

プ
は
、全
戸
に
配
布
し
て
い
る
。

他
に
４
問
あ
り
ま
し
た
。

　

液
状
化
に
つ
い
て

林　哲秀議員
　

町
史
は
昭
和
54
年
に

発
行
さ
れ
、
既
に
40
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

発
行
さ
れ
た
町
史
は
、
未
完
の
部
分
も
あ

り
、
編
さ
ん
の
責
任
者
自
身
も
、「
い
ず
れ

増
補
、
改
訂
な
り
の
問
題
が
起
こ
る
こ
と
と

思
う
」
と
、
編
集
後
記
で
言
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　

町
制
50
周
年
に
向
け
、
改
訂
版
を
発
行
す

る
取
り
組
み
へ
の
考
え
は
。

     増補版の発行を検討

教
育
長　

町
史
は
、
40
年
間
一

度
も
改
訂
し
て
い
な
い
。

　

全
面
改
訂
に
は
、
十
分
な
調

査
が
必
要
で
あ
り
、
相
当
な
年

数
が
か
か
る
。

　

50
周
年
に
向
け
て
は
、
既
刊

の
町
史
以
後
の
歩
み
の
、
増
補

版
を
発
行
す
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

問　

宿
・
日
直
の
見
直
し
を

答　

検
討
し
て
い
る

　

町
史
の
改
訂
版
発
行
の
考
え
は

浅里周平議員

　

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

は
、
小
中
学
校
に
は
な

い
が
、
幼
稚
園
、
保
育

園
に
は
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
町
内
に
は
多
く
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が

あ
る
が
、
通
学
路
に
は
危
険
が
な
い
の
か
。

　

そ
こ
で
提
案
だ
が
、
通
学
路
に
限
ら
ず
、

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
、
撤
去
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
作
る
考
え
は
な
い

の
か
。

　

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に
補
助
金
を

𠮷原経夫議員

町
長　

幼
稚
園
、
保
育
園
に
つ

い
て
は
、
基
準
に
適
合
し
な
け

れ
ば
、
改
修
を
促
し
て
い
く
。

　

通
学
路
に
限
ら
ず
、
道
路
に

面
し
た
危
険
箇
所
は
、
現
地
調

査
で
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

補
助
金
よ
り
も
、
町
民
に
危

険
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
。

他
に
５
問
あ
り
ま
し
た
。

　まず危険性を周知

　５日（水）開会　上程・提案説明
１０日（月）一般質問
１１日（火）質疑等
１３日（木）総務教育常任委員会
１４日（金）福祉建設常任委員会
２１日（金）採決　閉会
※開会は午前 10 時です。　　
日程は、変更となる場合があります。
定例会日程は、町のホームページでも確認
していただけます。

１２月定例会　日程（案）

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
、
原
因
が
特
定
で

き
た
火
災
の
６
割
が
、

通
電
火
災
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
で
、
地
震

を
感
知
し
て
、
自
動
的
に
ブ
レ
ー
カ
ー
が
落

ち
る
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
普
及
が
非
常

に
大
切
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
を
設
置

す
る
補
助
制
度
導
入
の
考
え
は
。

町
長　

総
合
防
災
訓
練
で
は
、

中
部
電
力
の
協
力
を
得
て
、
通

電
火
災
防
止
に
関
す
る
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
広
報
な
ど
で
、「
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
重
要
性
・

有
効
性
を
周
知
し
て
い
く
。

　

今
の
と
こ
ろ
は
、「
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
」
の
設
置
に
対
す
る

補
助
金
制
度
を
導
入
す
る
考
え

は
な
い
。

　導入の考えはない

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
に
補
助
を

後藤田麻美子議員

北川　美知子氏　（再任）

野間　祐司氏　（再任）

教育委員　

任期は、平成 30 年 12 月１日

から４年間です。

任 期 は、 平 成 30 年 12 月 27

日から３年間です。

人事案件

固定資産評価審査委員

亀裂が入ったブロック塀

液状化による埋設管の被害
（出典：災害写真データベース）

（現在は撤去済み）

議員表彰

　35 年にわたる議員活動で、地方自治の発
展に功労があったと認められ、浅里周平議員
に『総務大臣感謝状』が贈呈されました。

浅
里
議
員
に

総
務
大
臣
感
謝
状

３
議
員
へ

県
自
治
功
労
者
表
彰

　在職 15 年の功績により、服部副議長、
下方議員、後藤田議員の３人が、県町村
議会議長会長から表彰されました。



おおはる議会だより（4）

暫
時
休
憩

▼
７
月
の
西
日
本
豪
雨
に
続

き
、
９
月
に
は
台
風
21
号
、
24

号
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。

　

さ
ら
に
、
北
海
道
胆い

ぶ
り振

東
部

地
震
で
は
、
道
内
の
ほ
ぼ
全
域

で
停
電
し
た
。

▼
地
震
や
台
風
な
ど
の
対
応
も

変
化
し
て
き
た
。
台
風
や
豪
雨

の
予
報
を
も
と
に
、
交
通
機
関

が
早
め
に
運
休
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
の

早
め
の
対
応
を
、
心
掛
け
て
い

き
た
い
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、食
欲
の
秋
、

「
〇
〇
の
秋
」
と
表
現
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
中
、「
災
害
の
秋
」

の
感
が
強
い
。

▼
過
ご
し
や
す
く
な
っ
た
こ
の

季
節
、
多
様
な
こ
と
に
挑
戦
し

な
が
ら
、
災
害
に
対
す
る
備
え          

も
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
。

●
テ
ー
マ　

第
１
部　

議
会
広
報
の
あ
り
方

　
　
　
　
　

第
２
部　

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
講　

師　

山
田
貞
雄
氏（
国
立
国
語
研
究
所
研
究
員
）

●
参
加
者　

議
会
広
報
特
別
委
員
５
人

　

今
回
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
予
算
関
係
の
円
グ

ラ
フ
の
色
使
い
に
対
し

て
、
分
か
り
や
す
い
色
使

い
や
、
文
字
が
読
み
や
す

い
色
使
い
を
心
が
け
る
よ

う
、指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
読
み
や

す
く
、
分
か
り
や
す
い
広

報
紙
を
目
指
し
て
、
常
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

議　　　案 賛成 反対 議決
結果

９　

月　

定　

例　

会

町職員定数条例の一部改正 １１ ０ 可決

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 １０ １ 可決

ホテル等建築の適正化に関する条例の一部改正 １１ ０ 可決

平成３０年度　一般会計補正予算（第３号） １１ ０ 可決

平成３０年度　介護保険特別会計補正予算（第１号） １１ ０ 可決

平成３０年度　公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） １１ ０ 可決

平成３０年度　後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） １１ ０ 可決

平成２９年度　一般会計決算 １０ １ 認定

平成２９年度　国民健康保険特別会計決算 １０ １ 認定

平成２９年度　土地取得特別会計決算 １１ ０ 認定

平成２９年度　介護保険特別会計決算 １０ １ 認定

平成２９年度　公共下水道事業特別会計決算 １１ ０ 認定

平成２９年度　後期高齢者医療特別会計決算 １０ １ 認定

工事請負契約（公共下水道工事） １１ ０ 可決

町道路線の認定 １１ ０ 可決

教育委員の同意（北川美知子氏）　 １１ ０ 同意

固定資産評価審査委員の同意（野間祐司氏） １１ ０ 同意

「カジノリゾート整備法」と「カジノリゾート推進法」の廃止を求める意見書 １ １０ 否決

カジノリゾート誘致断念を求める意見書 １ １０ 否決

公立小中学校における空調設備設置の財政支援を求める意見書 １１ ０ 可決

義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書 １１ ０ 可決

国の私学助成の拡充に関する意見書 １１ ０ 可決

地域高規格道路一宮西港道路の早期実現に関する意見書 １０ １ 可決

　下記の意見書を可決し、国の関係機関に提出しましたので、
要旨をお知らせします。

■公立小中学校における空調設備の設置に財政支援を
　児童・生徒の教育環境を改善するため、公立小中学校の空調
設備の設置に対する予算を、大幅に拡充するよう強く要望する。

■義務教育費国庫負担制度の堅持と拡充を
　義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国庫負担率２分の
１への復元にむけて、十分な教育予算を確保することを求める。

■国の私学助成の拡充を
　父母負担の公私格差を是正するための就学支援金や、経常費
補助などの一層の拡充を図ることを求める。

■地域高規格道路一宮西港道路の早期実現を
　地域高規格道路「一宮西港道路」の早期実現のため、特段の
措置を講じられるよう強く要望する。

意見書

県
町
村
議
会
広
報
研
修
会　

８
月
８
日

まちかど

インタビュー
№５３

　

第
48
回
全
日
本
中
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
、
大
治

中
学
校
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

顧
問
の
林
正ま

さ
の
り憲

先
生
と
キ
ャ
プ

テ
ン
の
二
宮
涼り

ょ
う
が雅

君
、
副
キ
ャ

プ
テ
ン
の
小
久
保
悠ゆ

う
と斗

君
と

中な
か
こ
し越

亮り
ょ
う

君
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

●
全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
時

の
気
持
ち
は

　

今
ま
で
頑
張
っ
て
や
っ
て
き

た
こ
と
が
、
成
果
と
な
っ
て
出

て
き
た
こ
と
。
ま
た
、
生
徒
が

目
標
と
し
て
い
た
舞
台
に
立
て

る
こ
と
の
う
れ
し
さ
と
、
出
場

が
決
ま
っ
た
瞬
間
の
子
ど
も
た

ち
の
輝
い
た
姿
が
、
目
に
焼
き

付
い
て
い
ま
す
。（
林
先
生
）

　
●
出
場
し
て
の
感
想
は

　

こ
の
大
会
が
最
後
の
試
合
に

な
る
の
で
、
今
ま
で
や
っ
て
き

た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
全
力

で
挑
み
ま
し
た
。（
小
久
保
君
）

●
大
会
後
の
変
化
は

　

全
国
で
も
、
自
分
た
ち
の
バ

レ
ー
が
通
用
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
、
自
信
が
つ
き
ま

し
た
。（
二
宮
君
）

●
限
ら
れ
た
中
で
の
指
導
法
は

　

子
ど
も
た
ち
が
「
目
的
を

持
っ
て
練
習
す
る
」
こ
と
を
意

識
す
る
よ
う
に
、
指
導
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
員
が
そ

の
こ
と
を
理
解
し
て
取
り
組
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
日
は
個
々
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
標
と
し
た
練
習

を
し
ま
し
た
。
他
の
日
は
、
実

践
的
な
動
き
を
中
心
と
し
た
練

習
を
し
て
、
無
駄
な
時
間
を
つ

く
ら
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し

た
。（
林
先
生
）

●
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、
大
変

だ
っ
た
こ
と
は

　

チ
ー
ム
が
ま
と
ま
ら
ず
に
厳

し
く
指
導
を
受
け
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
最
後
に
は
チ
ー

ム
が
一
つ
に
な
っ
て
全
国
大
会

に
出
場
で
き
た
こ
と
が
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。（
二
宮
君
）

 

●
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　　

今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を

生
か
し
、
先
生
の
話
を
し
っ
か

り
聞
き
、
練
習
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。（
中
越
君
）

●
３
人
か
ら
先
生
や
家
族
、

チ
ー
ム
メ
ー
ト
に
一
言

先
生
へ　

朝
練
な
ど
朝
早
い
時

間
か
ら
の
指
導
や
、
対
戦
相
手

に
つ
い
て
調
べ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、

調
子
の
悪
い
と
き
に
は
、
個
人

的
に
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
な

ど
す
ご
く
感
謝
し
て
ま
す
。

 

家
族
へ　

朝
早
く
起
き
て
の
お

弁
当
作
り
や
、
試
合
会
場
へ
の

送
迎
な
ど
あ
り
が
と
う
。

　

ま
た
、
大
き
な
声
で
の
応
援

に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
メ
ー
ト
へ　

今
ま
で
あ

り
が
と
う
。
こ
の
チ
ー
ム
で
バ

レ
ー
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ

た
。
最
高
の
チ
ー
ム
で
し
た
。

い
つ
か
ま
た
、
み
ん
な
で
バ

レ
ー
や
り
た
い
な
。

　

　

限
ら
れ
た
時
間
で
の
指
導
や

練
習
は
と
て
も
大
変
だ
と
思
い

ま
す
。
今
ま
で
は
、
県
大
会
ベ

ス
ト
８
が
最
高
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
が
、
全
国
大
会
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
出
場
し
た
こ
と

は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
粘
り
強
く
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。


